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く
女
性
自
身
に
キ
ャ
リ
ア
形
成

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど
を

意
欲
的
に
進
め
る
た
め
の
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

約
30
名
の
女
性
が
参
加
し
、

株
式
会
社
あ
し
ぎ
ん
総
合
研

「
女
性
の
活
躍
」
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か

　

市
は
、
日
光
商
工
会
議
所
と

共
催
で
「
女
性
の
活
躍
」
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
職
務
上
求
め

ら
れ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
女
性

の
活
躍
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の

で
す
。

楽
し
く
自
己
啓
発

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
３
部
構
成

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
で
は
働

　男性だからこそ、女性だからこそできるこ
とはもちろんあります。また、男性ならでは、
女性ならではの視点も大切です。
　男女共同参画社会の実現は、市の豊かな未
来をつくるための手段。女性の力も必要です。

女性の皆さん、一歩踏
み出してみませんか４

究
所
野や
な
い内
比ひ

さ

こ
佐
子
氏
か
ら
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
論
理
的
な
話
し

方
を
学
ぶ
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ
に
つ
い
て
指
導
し
て
も
ら
い
、

参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
２
日
間
で
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
で
は
有
限

会
社
フ
ェ
ー
ド
イ
ン
代
表
工く
ど
う藤

敬け
い
こ子

氏
か
ら
市
内
企
業
の
経
営

者
を
中
心
に
「
経
営
戦
略
と
し

て
の
女
性
活
躍
～
多
様
な
人
材

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
で
生
き
残

る
企
業
へ
～
」
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
回
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ
事

業
報
告
会
を
２
月
14
日（
日
）に

今
市
文
化
会
館
で
午
後
１
時
35

分
か
ら
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

午
後
１
時
か
ら
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

お
わ
り
に

　

超
少
子
高
齢
社
会
は
、
確
実

に
や
っ
て
き
ま
す
。
研
究
者
か

ら
は
、
地
方
で
暮
ら
す
女
性
が
今

後
30
年
間
で
大
幅
に
減
り
、
日

光
市
も
将
来
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
た
め
に
は
、
働
く
場
所

を
増
や
し
、
子
育
て
や
介
護
環

境
を
整
え
、
安
心
し
て
社
会
へ

出
て
働
く
環
境
づ
く
り
の
充
実

も
必
要
で
す
。
し
か
し
そ
れ
と

合
わ
せ
て
、
私
た
ち
の
意
識
を

改
め
る
こ
と
、
女
性
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
」
こ
の
こ
と
を
言
葉
に
し
な

く
て
も
お
互
い
を
思
い
や
れ
る

社
会
に
な
る
よ
う
、
自
分
自
身

や
家
族
の
た
め
、
ま
た
将
来
の

日
光
市
の
た
め
に
み
ん
な
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

▼
こ
の
特
集
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

秘
書
広
報
課
☎（
21
）５
１
３
１

▼
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
こ

　

と
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎（
21
）５
１
４
８

◆
専
門
家
に
聞
く

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
ま
す
ま
す
進
行
し
、

労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
今
後
、
女
性
は
潜
在
労

働
力
で
す
。
女
性
社
員
が

途
中
退
職
せ
ず
に
継
続
就

業
で
き
る
よ
う
理
解
あ
る

同
僚
や
上
司
を
増
や
し
、

チ
ー
ム
と
し
て
仕
事
を
し

て
い
く
こ
と
が
急
務
で
す
。

　

そ
し
て
女
性
に
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
鍛
え
る
!　

女

性
に
対
し
て
過
剰
な
配
慮

は
せ
ず
、
キ
ャ
リ
ア
を
積

む
た
め
に
時
に
は
ハ
ー
ド

ル
を
上
げ
た
提
案
も
必
要

で
す
。

あしぎん総合研究所
　野内比佐子さん

　

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と

い
っ
た
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
を
払
拭
し
、
男
女
共

に
互
い
を
認
め
合
い
、
お
互

い
の
持
て
る
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
が

大
切
で
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
推
進
し
、
理
想
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い

く
こ
と
、
男
も
女
も
老
い
も

若
き
も
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

○
健
全
化
の
取
り
組
み

　

普
通
交
付
税
な
ど
の
減
収
や
経
常
経
費

（
※
３
）・
市
債
残
高
の
増
加
な
ど
の
課
題

に
対
し
て
、
第
２
期
日
光
市
財
政
健
全
化

計
画
で
掲
げ
た
「
歳
入
の
確
保
」、「
歳
出

の
抑
制
」
に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

基
本
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
徴
収
率
や

使
用
料
・
手
数
料
の
収
納
率
を
向
上
さ
せ

る
他
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

基
づ
い
て
統
廃
合
さ
れ
た
公
共
施
設
の
処

分
や
貸
付
な
ど
の
利
活
用
を
進
め
る
な

ど
、
新
た
な
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
人
件
費
や

旅
費
、
消
耗
品
費
な
ど
の
経
常
経
費
を
抑

制
す
る
他
、
補
助
金
の
整
理
合
理
化
や
市

が
単
独
で
行
う
建
設
事
業
費
の
総
量
圧
縮

な
ど
、
既
存
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
い
、計
画
的
な
歳
出
の
削
減
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
急
激
な
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
、
毎
年
度
、
最
新
の
収

支
見
通
し
に
基
づ
い
て
歳
出
の
削
減
目
標

額
を
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◉
用
語
解
説

※
１　

普
通
交
付
税
…
国
が
徴
収
し
た
税

　

の
一
部
を
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力

　

に
応
じ
て
配
分
す
る
交
付
金
の
こ
と
。

※
２　

合
併
算
定
替
…
合
併
市
町
村
に
対

　

す
る
国
の
財
政
支
援
の
一
つ
で
、
合

　

併
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
に
よ
っ
て
普

　

通
交
付
税
の
額
が
減
少
し
な
い
よ
う

　

に
、
一
定
期
間
合
併
前
の
市
町
村
ご
と

　

に
普
通
交
付
税
の
配
分
を
算
定
す
る
こ

　

と
。

※
３　

経
常
経
費
…
毎
年
度
固
定
的
に
支

　

出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
で
、
人
件
費
や

　

物
件
費（
消
耗
品
費
や
委
託
料
な
ど
の

　

消
費
的
な
経
費
）、
市
債（
借
金
）の
支

　

払
い
な
ど
。

　

く
わ
し
く
は

　

財
政
課　

財
政
係
☎︎（
21
）５
１
６
２      

図：普通交付税などの現状と将来見込み

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

通常分の普通交付税など
91億円

17億円 10％減

30％減

50％減

70％減

90％減
100％減合併による上乗せが段階的に減少

段階的に減少する歳入に
対処するため、「歳出の抑
制」と「新たな歳入の確保」
が必要 !

○
計
画
の
目
的

　

平
成
24
〜
27
年
度
ま
で
の
４
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
第
２
期
日
光
市
財
政
健
全

化
計
画
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通
交

付
税（
※
１
）の
合
併
算
定
替（
※
２
）な
ど

の
合
併
に
伴
う
財
政
上
の
支
援
措
置
の
終

了
に
備
え
、
健
全
な
財
政
体
質
を
確
立
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。「
歳
入
の
確

保
」、「
歳
出
の
抑
制
」、「
そ
の
他
の
施
策
」

を
柱
と
す
る
各
種
施
策
に
取
り
組
み
、
市

税
の
徴
収
率
向
上
な
ど
、
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

市
町
村
合
併
後
10
年
が
経
ち
、
平
成
28

年
度
か
ら
は
普
通
交
付
税
な
ど
が
段
階
的

に
削
減
さ
れ
、
平
成
32
年
度
で
合
併
に
伴

う
財
政
上
の
支
援
措
置
が
終
了
し
ま
す
。

歳
入
の
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
、

計
画
的
に
財
政
の
健
全
化
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
第
３
期
日
光
市
財
政
健

全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
期
間

は
、平
成
28
〜
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

第
３
期
日
光
市

財
政
健
全
化
計
画

を
策
定
し
ま
し
た


